
 

 

2021年 6月 9日 

 

家庭用燃料電池「エネファーム」の群制御による 
バーチャルパワープラント実証の開始について 

 

 

パナソニック株式会社は、一般家庭に設置する家庭用燃料電池「エネファーム」※１

を活用して、関西電力株式会社および東京ガス株式会社が 6月 7日から開始したバ

ーチャルパワープラント※２（以下、VPP）実証に参画します。 

 

本実証では、全国で最大 3,000台規模のエネファームを対象に、お客さまのインタ

ーネット回線に依存しない直接通信によって群制御※３するシステムの各種技術検証

を実施し、電力需給バランスの調整等、電力市場での活用を目指します。 

 

なお、本実証のシステム構築にあたっては、経済産業省資源エネルギー庁の補助事

業である令和 3年度蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活用した次世代技術構

築実証事業費補助金（再生可能エネルギー発電等のアグリゲーション技術実証事業

のうち分散型エネルギーリソースの更なる活用に向けた実証事業）※４を活用しま

す。 

 

本実証を通じて得られた知見を活かしてエネルギー・リソース・アグリゲーショ

ン・ビジネス※５事業の可能性を拡大し、安定的かつ効率的な電力システムの構築、

脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 

 

 
※１：省エネ・省 CO2といった環境性に加え、電力のピークカットにも貢献する高効率なコージェネ

レーション(熱電併給)システム。東京ガス(株)・大阪ガス(株)・ＥＮＥＯＳホールディングス
(株)の登録商標。 

※２：情報通信技術等により、分散するエネルギーリソースを統合的に制御し、あたかも一つの発電
設備のように機能する仮想発電所のこと。 

※３：遠隔からの指令により、多台数のエネファームの起動・発電・停止などの運転計画をコントロ
ールする技術。 

※４：経済産業省が多数の分散型エネルギーリソースを束ね（アグリゲーション）、正確に制御する
技術等の実証事業を行う経費に対して、当該費の一部を助成するもの。 

※５：VPPやデマンドレスポンスを用いて、小売電気事業者の電力調達、お客さま設備の最適利用に
よる収益化などの各種サービスを提供する事業。 

 

別紙：家庭用燃料電池「エネファーム」の群制御によるバーチャルパワープラント実証

の概要 

 

以上 



別紙 
家庭用燃料電池「エネファーム」の群制御による 

バーチャルパワープラント実証の概要 

 

 
 

１．実証名称 

家庭用燃料電池「エネファーム」の群制御によるバーチャルパワープラント

実証 

 

２．実証期間 

２０２１年６月７日～２０２２年２月１７日（予定） 

 

３．実施者 

関西電力株式会社、東京ガス株式会社、パナソニック株式会社 

 

４．実証内容 

・エネファームへの遠隔指令による群制御の応動性や精度の検証、逆潮流におけ

る技術的課題の検証 

・容量市場、需給調整市場、卸電力市場での電力取引にエネファームを活用する

場合の事業性の評価 
 

   ＜実証システムのイメージ＞ 

 関西電力が構築するＡＣ※１サーバと東京ガスが構築するＲＡ※２サーバ間で、

遠隔制御に必要なシステムの連携を行い、エネファーム制御サーバを介し、

エネファームの群制御を行うシステム 

   

 

 
※１：アグリゲーションコーディネーターの略。リソースアグリゲーターが制御した電力量を束ね、一般

送配電事業者や小売電気事業者等と直接電力取引を行う事業者。 
※２：リソースアグリゲーターの略。需要家とＶＰＰサービス契約を直接締結してリソース制御を行う事

業者。 
※３：既存の LTE基地局をベースに全国エリアをカバーしているため、対応エリアが広域な通信方式。エ

ネファーム制御サーバから一般家庭に設置されたリソースへ直接通信を行うことが可能であるた
め、ゲートウェイ等の通信機器設置を含む宅内工事は不要。 

 
 

以 上 
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